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本分野にお ける主な出来事は以下の とおりである.
EI本微生物資琴学会第6回大会を西村和子が大会会長
として西千葉キ ャ ン パ ス■の けやき会館に て, 平成11年6
月10Et, 11日 に開催 した.
また, 7月 には本分野が中心とな っ て , 奈良女子大学
鈴木孝仁教授を代表とする医真菌分子技術研究会を開催
した
. 研究課題 は分子過伝学事故に基 づく病原真菌の分
構 ･ 同定及び病原因子の 解明とし, 12名の演者に より各
自の研究課題と分子生物学的手法の細介を行い, か つ ,
セ ン タ ー 内の 多くの研究者を交えて活発な討論を行 っ た.
民間と の 共同研究に関する契約を エ ス エ ス製薬株式会
社と千葉大学で取り交わし, 平成11年度で , 抗真菌化合
物の活性評価に関する研究を行う こと に なり, 順爾に進
ん で い る ∴
チ ト ク ロ ー ム b溝伝子に基づく病原性ア ス ペ ル ギ ル ス
属菌の 同定及び系統関係の論文が評価 され, IS王王A Mの
学会賞を受賞した. また, 外国人研究者と して , 中国よ
り王 麓 (W ang Li, 自求恩医科大学基礎医学院微生
物学誇師) が来日し, チ トク ロ ー ム b遺伝子に基づく病
原真菌の系緑園係 に つ い て研究を行 っ て い る (平成11年
7月か ら平成12年3月ま で).
研 究概要
1
.
チ ト ク ロ ー ム b遺伝子 に基づく病原其菌の 同定及び
系統関係 に関する研究
子葉菌類で は, ア ス ペ ルギ ル ス 属, ペ ニ シ 1) ウ ム 属,
黒色真菌, 皮膚糸状菌に つ い て ははぼデ ー タ中空出そろ い ,
フ ザ リ ウ ム 属菌の榛準株の デ ー タを解析中で, 有性型の
菌や臨床分離株の 同定に関する研究を進めて い る.
ア ス ペ ル ギ ル ス 属菌で は, 深在性真菌症の庶因菌で あ
る Aspergulu sfu migatzLS を含む 8eCtion FzLmigatlの
解析を行い, これま で混乱をもたらして い た薗の分類学
的位置づけを明確に した. さらに , 発酵工業的に重要な
sectio nFla zJiで 札 ア フ ラ ト キ シ ン 産生株 で ある A.
paras 肋 us と醤油の生産に利用される A. s oja eの速 い
が, 我 々 が解析して い る チ ト ク ロ ー ム b過伝子の 一 部に
見い だされ, これらの菌種の 同定に有効である ことが示
された. さ らに, 分類上混乱の 見られるA ./la uu 8と A.
pa r a siticu sも区別で きる挙が明らか に なり. 環境分離
株, 形態的変異を伴っ た臨床分離株Tj:どに応用で きる.
ペ ニ シ リ ウ ム 属菌は, 珠晩中に多く生息し, ブ ル ー チ ー
ズ な ど食品に利用される 一 方, マ イ コ トキ シ ンを産生す
る菌穫を含む分析的に も問題の多い菌群で あるが, チ ト
ク ロ ー ム b達伝子による分叛により多くの 間瀧が解決さ
れて きた.
酵母 に つ い て は, 子葉菌系酵母の カ ン ジダ属菌, 担子
菌系酵母の クリ プト コ ッ カ ス , ロ ド ト ル ラ の デ ー タ が揃
い つ つ あり, 広範囲な菌犠の デ - 夕 べ ー ス が構蕪され つ
つ あ る.
こ れ ら の デ ー タ から担子菌系酵母, 子載菌系酵母は,
担子菌≧鼠. 子嚢菌類, 接合菌類が進化の過程で 分岐した
はぼ同時代に分岐したと考え られる. こ の よう に進化の
分子時計と して用 い られるミ ト コ ン ドリ ア遭伝子の 一 部
で ある チ ト ク ロ ー ム b 過伝子は, 病原其菌をはじめとす
る菌類の進化系統関係に有効な遺伝子である事が明らか
に な っ て きた.
2 . Candida albiea,LS
l
の形態変換機構の研究
H '/E＋ - A T Paseの 阻専剤として知られ て い るLa n-
s opr a z ole の活性型で ある, AG200 がgerm tube の 形成
は阻害しな い が, そ の伸長と菌糸の形成を阻害する こと
を見い だした. つ まり, 菌糸形の成長を阻害し, 酵母形
の成長に切り換える作用を持つ 挙が明らか にな っ た . こ
の結果は, H '/K' - A T Pa B eが菌糸形成長に関与し て
い る ことを示唆した .
3 . 好脂質性酵母 M aloLS S eZiafurfuT. の 生態学
今回初めて 環境か らの分離に成功し, 各種性状の検討
を行な っ た . そ の結見 はとんどす べ て の脂質を資化す
るばかり で なく市販の床用 ワ ッ ク ス や カ ー ワ ッ ク ス な ど
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も東イヒする ことが判明した. 本来ほ人皮膚に常在する菌
で あるが, 人か ら落とされた本菌が床に 塗 っ てある ワ ･y
ク ス の助けに よ っ て 生き永らえ て い る可能性が示唆され
た
. また, 外用薬剤の 多くに 見られる ワ セ リ ン剤や クリ ー
ム 剤 で も十分な発育を示した . こ の 結果より皮郎斗領域
で の これら外用剤の使用に つ い て は, 滅風などの原因薗
であり, ま た皮爪削こ常在して い る こ とを考慮しながら投
与する ことが望ましい ことが示唆された.
4 , 新規ト 1) ア ゾ - ル の抗典歯痛性の 研究
エ ス エ ス魁礁 (樵) との 共同で新規トリア ゾ - ル系抗
粛歯剤の活性を マ ウ ス の感鞄モ デ ル を用い て ア ス ペ ル ギ
ル ス症及びク リプ ト コ ッ ク ス症に対する治療効果に つ い
て試版管内括性評価に関する研究を行 っ た. 供試された
トリ ア ゾ - ル 系抗兵衛剤は, フ ル コ ナ ゾ - ル 以外の ト 1)
ア ゾ - ル系抗真商都よりも拭験管内活性は劣るが, マ ウ
ス に よる治療実験で は いずれの ト [) ア ゾ ー ル 系典剤より
も優れて い るぱかりで なく, ポ リ エ ン系抗其菌剤ア ン フ ォ
テ リ シ ン B に勝る成繊が得られた . つ まり, 枚菌的と
されるア ン フ ォ テ リ シ ン B に お い て も, 感染菌を死滅
で 重な っ か っ た が, 供試恭剤で は, 棟的臓幕内の菌を陰
性化するいく つ かの個体が観察された. つ まり, 生物学
的治癒をもた らしたと考えられる成果が得られた.
5 . Fluc o n azole耐性の α m dida albica n sの病原性に関
する基礎的検討
FltlCO n a ZOle耐性 の C. albic ans の 出現が 問題と な っ
てき て い る. そ の耐性メカ ニ ズ ム に関して は次第に明ら
か に されつ つ あるが, これら耐性菌の病原性に関する検
討は極めて少ない . そ こ で本菌群の 性質を検討する目的
で, 同 - の 患者から経時的に 採取された C. alblc aTL8 で ,
同 - の gen oty peを持 つ株を利用して, マ ウ ス好申球,
腹腔 マ ク ロ フ ァ ー ジに対する抵抗性を検討した. そ の結
果, C. albic ans は耐性化に ともない , 白血球の 殺菌能
に抵抗性を示すよう になる こ とが 明らかとな っ た. また,
徳性酸素に対する抵抗性で は, 有意で はな い もの の耐性
菌群で抵抗性の上昇傾向が認められた. 耐性菌の 出現 は
今後もさまざまな形で持続するもの と予想され, 注意す
る必要があると思われた.
6
.
CbTui ua dublin e nsis の病原性の検討
HIV陽性患者を中心 に高頻度 で 分離さ れ て い る C.
血blinie nsi8 の病原性を C. albic aTiSと比較検討した .
ヒ ト好申球に対する抵抗性は, C. 血blin eTLSisが有意に
低下して おり. 活性散発に対する反応で は, a. albic a ns
に比較して C. dLLblLnten si は容易に殺菌さ れた . 一 方,
マ ウ スを用いた感敦夫験で は, a. 血 bth LeT Wis感鞄群で
生存率が高か っ た . 以上 よりJ C. dub伽ie nsis は C,
albiccms に比較して病原性が低いもの と考えられた.
7
, Sch おophyllu m c o m m u ne(ス エ ヒ ロ 夕 ケ) 感染症
の 研究
奥歯症におい て 単一- 患者に由来する複数株の構内の表
現型と過伝子型に つ い て の比較研究は庵めて すくない .
我々 は これまで に20例の ア レ ル ギ ー 性気管支肺轟菌症
と関連肺疾患 からの 分離薗を交配試 験に よ っ て S.
e o m T n LE n eと同窓した. そ の中の4例は再発を換り返 し
症例2からは4粗 症例4からは3執 症例10からは2
楓 症例20 から2株が各々 時期を適えて 分離されて い
る. こ の 4 セ tソ ト の練間の 関係を明らかにする目的で ,
交配型と母系遭伝する mitocho ndrial D N A(mtD NA)
の制限静乗切断片最多型 (R F LP) を検討した. 結果は,
症例2¢)先行して分離された3株は異なる子実体に生ま
れた担子胞子に由来する1核蕗糸体 第4番目の 株は2
核菌糸体で先行分離の 1核菌糸体3株とは異なる交配型
の1核菌糸体が母体とな っ て い た, 症例4の 3楓 症例
の2株は1核菌糸体で それぞれ異なる子実体からの担子
胞子に由来, 症例20 からの 2株は1核菌糸体, 交配型
は c o mpatib18 で, 先の 3セ ッ トと異なり mtD N A R F L P
が同じであ っ た の で同 一 子実体に生じた担子胞子由来と
推定された. 気管支肺の ス エ ヒ ロ 夕 ケ感染で は原因菌が
多ク ロ ー ン で ある症例がか なりあるようである.
こ の ように侵入門戸が感染部位に 発展する美園感染症
の場合, 病巣内に多ク ロ ー ン 菌がキ メ ラ状態で 存在する
可能性があり, m olec11 ar etiology と も呼ぶ ペ き分野
として 他の 菌種で も検討する必要が示された. ま た, 再
発性との 関連, 薬剤感受性などに つ い て も更に検討する
必要がある .
また, 本菌感染症に おける ア レ ル ギ ー 磯序 の 関与を検
討するため患者血液を用い てfrR T(ヒ ス タ ミ ン 遊離テ
ス ト) を施行したと ころ高い陽性率が得られ , こ れらの
本薗感染症に 虫ける Ⅰ型 ア レ ル ギ - の 関与が示された.
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8. Rhiz opus oTyZae一に対する m o n o clon al抗体の研究
R/oTyZ a eに対 す る mohoclonal抗体を用 い て , in
uitro で の そ の特異性を検討した. そ の 結果, 本抗体は
接合菌 一 般 (R hizopzLS, R h おo Tn u COr, Mu c or な ど) に
対して高い反応性を示した. これに対し接合菌以外の 真
菌に対する反応性はきわめ て低か っ たが, A .jzLT n如 tus
の胞子襲など に は比較的良く反応した. さ ら に接合菌で
ありなが ら, Cu T m£nghaTn ella beT･tholletia eに 対す る
反応性は他の接合菌群と非接合菌群との 中間程度に とど
ま っ た. 本抗体は高い特異性を持 つ もの の , 臨床応用に
は注意を要すると考えられ た.
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a u n lque Spe Cie良 Of OidiodendT
･O n. Che m P har m
Bl11, in pre s s.
14) Kin J A, Ftlkushim a A, N i8him ur aE, M iyaji
M , Okad8 a, de GtlS m aO N B, de Ca mpos･Takaki
G M:Confirm atory identific ation of Trlchop/砂 ･
Lon ton su ra nB by r a ndom a mplifiedpolym orphic
D N A. Kor 組 na De rm 8t,01og y, in pre 8 S.
15) Kin J A. Takiz a wa 冗, Fuktl ghim aE, Nishim ur 8
K, M iyaji M:Ide ntific atio n a nd gen etic ho m o･
ge neity of rT
･lchophyto n to n8ura nS isolated
fr o n 8eV r al r由giorlSby r a ndo m a mplified poll
ym orphic D N A. Myc opathologla. in press.
原著翰文 (和文)
1) 亀井克彦, 海野広過. 伊藤純子, 西村和子, 嘗治
城 : 抹床検体よりSchLw phyllt m c oTnTn u n eが分
離された症例の検軌 輿菌練 40:175･181, 1999.
著書
1) 亀井克彦 : ア ス ペ ル ギ ル ス症, カ ン ジダ症, 真南性
肺炎. 感鞄症予防必携, (財)日本公衆衛生協会,
1999.
2) 宮治 奴. 亀井克彦
(A JE滑, 松滞佑次
1999
.
3) 亀井克彦:肺真菌症,
印刷中.
輸入耗薗鼠 ｢内科学教科書+
編), 文光馨, p.1942･1944,
JAでA ブ ッ ク ス. 結核予防会
総観 ･ 静観 ･ その他
1) 西村和子:特集 ･ . か びの世界と人の暮らし｢か びの
分構と形態 生物の科学]. 遭伝 53:14-18, 1999.
2) 西村和子 : シ ]) - ズ ･ カ ビとそ の対策 真菌 と健康
障害. ク l) - ン テ ク ノ ロ ジ ー 9:71-73, 1999.
3) 亀井寛彦 :深在牲真菌症の 基礎 . 臨蘇検査, 43:
131- 88, 1999.
4) 佐野文子, 西村和子, 宮治 故 : パ ラ コ ク シ ジ オイ
デ ス 症 に おける性差の解明. 其菌誌 40:1一& 1999.
国際学会
(招待講演)
シ ン ポ ジウ ム
1) Yokoyarna I(:Phyloge netic r elation ship and
classific ation of myc oto】【in pr oducer s based on
千葉大学 真菌医学研究セ ン タ ー 報告 集3巷 199g 15
the cytochro m ea ge ne. tnt Sym p Myc otoxicol,
Chiba, Japa n, 1999.
学会発表 (国際学会)･
1) Ka mei K, Nishim nr a a, Tagu chi H, M iya]
'
i M:
Ba Bidio myc osis by Schiz ophylELTn CO TLT n抑 e - a
8tealty diBe a 8 e-. The39th hteiscie nc eCo nfe r e n c e
oTI Anti micr olAn1 Agents a nd C he m ot her ap y
(IC A A C), Ban Francisc o, U SA, 1999.
2) Defav eri J. Fecchio D, Sa n o A, Ito E, Eurita
N, Ni8him 11ra E, M iyaji M:Cytokin es, B and
T C D 4/C D 81ym phocyteBin th8 111 ng Of m ll rine
pulmon a ry pa r°.c o c cidioidom yc oBis. VII En c o ntro
lntl. Sobre Par ac occidio domicose, SAD Pa ulo,
Br azil, 1999.
3) Aoki FFI, TagtLChi H, NiBhim ur aN F, Tr aba畠B O
P, Yokoyam 且 K, SaT10A, Ni8him 11 r aK, M iyaji
M , Br 且n Chini M I,” :Identific atio n of Pw acoc ci-
dioides bT.a Silie nsLs by parti al G P43k Da ge ne
s equ en ce･ VII En c ontr olntl Sobre Par ac o ccidioi
-
do mico8e, 朗 .o Patl o, Br a zil, 1999.
4) Sa no A, Yokoya m a K, Tanaka 氏, Fra n c oM ,
Bagagli E, Co81ho KIR, Def8 Veri a, Monte negr o
MR, M iyaji M, Ni8him ur a K : Va riatio ns 0f G
P43k Da gen e s eqll e nC e in Pa ra co c cidloides
br asilie n si isolates Originated fr om bllm anS
and nin e-handed ar madillos (Dasy pus n o ueTn -
c加ctzLS)c apttlr ed in Botu c attl a r e a, Sao Pa ulo,
Blazil. VII Enc on七ro htl Sobre Pa r aco cidio -
do mico s e, Sac Pad o, Br azil, 1999.
5)San ° A, M iyaji M: Hyphae of Pa T･a C OC Cidloide8
bT.a Sille nsis co zIVert tO ye ast-like cel18 Via
chla mydoBpOre $ll nder 8 0m ethe rm al and n tltrie-
ntco ndition s. VII Enc oTltr OIntlSobr ePar ac o c ci-
dioidom ic o8e, S乱o Patlo, Bra乞il, 1999.
特別 講演 (国内学会)
シ ン ポ ジ ウ ム (国内学会)
1) 亀井克彦 :Schiz ophylluTn C O m m une 感染症 . 第20
回関東医其菌懇話会 シ ン ポジ ウ ム Ⅱ
``
エ マ ー ジ ン グ
真菌症
v
講演要 旨集p. 21, 1999.
2) 横山耕治, 王 麗, 高橋治男, 加瀬信明, 宮治 観
西村和子: ミ ト コ ン ドリ ア の チ トク ロ ー ム b に よる
AspergulELS Sectio n Fla viの 分子分類 . マ イ コ ト
キ シ ン 研究会学術帝演会シ ン ポ ジ ウ ム , 1999.
3) 横山排治 : チ トク ロ ー ム b漉伝子に基づく奥歯の 系
統解析. El本微生物米源学会給金シ ン ポ ジ ウ ム ,
1999.
国内学会発表
1) 西村和子, 田中玲子, 神島和瓦 亀井克彦: 同 - 忠
者か ら分離されたSchi20PhylzL m C O m TTLu ne枚数株
の 交配行動と mitochond rial D NA の R F L P解析.
欝43回日本医其蘭学会総会, 寅菌鯨 40(増刊1号):
86, 1999.
2) 西村和子, 田中玲子, 福島和食, 亀井克彦:同 - 忠
者から分離された Schig ophylu Tn COTTm Zu 8 e複数
株の 交配行動 と mitochondrial D N Aの R F LP解
析. 日本蘭学金策43回大会. 話浪要旨集p.44, 1999.
a) 田中玲子, 西村和子, 亀井克彦, 村山珠 明:環境
より分離された好脂質性酵母 M alasse2払 /ur/zLr.
日本微生物資源学会第6回大金 帯潰要旨集p. 28,
199g.
4) 田中玲子, 西村和子, 亀井克彦, 村山 蘇 明 :環境
より分離された好脂質性酵母 M ahssezia fzLl･fuT1.
第43回日本医真菌学会総会, 其菌誌 40(増刊1号):
86, 1999.
5) 横山耕治, 王 監 Bis w asS K, 海野広道, 亀井克
彦, 宮治 乱 西村和子 : チ トク ロ - ム b ア ミ ノ 酸
配列か ら見た糸状菌と静母の系統囲係に つ い て . E]
本音学会第43同大会, 帯涜要旨集p. 36, 1999.
6) 横山耕治, 王 麗, Bis w asSl(, 海野広遠 , 亀井
克彦, 宮治 誠, 西村和子 : チ トク ロ ー ム b達伝子
に よる病慮性酵母菌嘩の 系統関係. 第43回日本医真
歯学会総会, 真菌誌 40(増刊1号): 67, 1999.
7) 伊藤純子, 亀井克鼠 W a ng W ellgli, 渡漣 哲, 樵
山耕治, 西村和子, 宮治 誠 :F CZ耐性 α1血rida
albica ns が白血球の 抗菌作用に対 し て 示す抵抗性
に つ い て の検討. 第43匡旧本医真蘭学会総会, 真菌
誌 40(増刊1号): 90, 1999.
8) 滝常春代子, 藤崎明希子, 高橋容子, 仁戸田憲和.
前林行雄, Cu r rah RS, 西村和子, 宮治 誠, 福島
和貴 : オ ニ ゲナ日商の ユ ビ キ ノ ン シ ス テ ム およ ぴ
5
..8SrDN A を含むIT Sl, 2 に 基 づ く Arthr ode r
-
16 千葉大学 真菌医学研究セ ン タ ー 報告 第 3巷 1999
rn atac9aeの分子系統･ 日本蘭学金賂43回大会, 辞
浪費昏輿p. 67, 1999.
9) 王 魔, 槙ILl耕晩 Bi与W a畠S K, 宵治 誠, 西村和
子 : ヒ ト病原性FusariuTn属 の チ ト ク ロ ー ム b過伝
子による同定 第43剛]本医東商学会総会, 真蘭絃
40(増刊1号)68, 199.
10) W a ne W L, Fuku白him a 冗, Takiza w aK. Taguchi
H. Li R Y, W ang D L, NiBhim tlr8K: AmihO aCid
s ubstitutio n且in the cytochr o m eP･450lan o8tBrQl
14 a ･deJn ethyla畠e(C Y P51 Al)from Cbndida
albican s clinic al i8 Olates with differ erlt M ICs
to az oles c orr ela[七色 within crQ a888in 8Z Ole re8i -
ta.n c o. 第4回千乗奥歯症研究会学術紗演会, 1999.
ll) Bi8 W aS K, Yokoya m aa, Li W8 ng, Ni8him u･
ra 冗, M iyaji ”:Phylogenetic a n aly818 Of the
g8 nt18Rhodotorula. 第4到頭日本医奥蘭学全輪魚
真常緑 40(増刊1号)67, 1999.
12) 今津通気 柿親 風 福島和魚. 西村和子, 宮治
奴 : ロ シ ア ･ 北ク T) ル緒為に分布する ハ イ マ ツ の 発
疹さび病菌に つ い て . 日本菌学会第43回大金 帝涜
要旨集p. 26, 1999,
18) 今津通気 柿鳥 嵐 浦島和食, 滝滞香代子, 西村
和子, 宮治 誠 : rD N A垢基配列に基づい たEl本産
マ ツ類辞さ び病菌の系統関取 日本微生物資源学会
策6回大会, 講演要旨集 p. 26, 1999.
14) 鈴木直仁, 清 雅子, 小川忠平, 大友 守, 佐野特
之, 伊藤幸手乱 亀井克彦 : A8PeT･glllus terT･e u Sに
よ ると考えられる A B P Aの 1例 , 第43回転床ア レ
ル ギ ー 研究会, 1999.
15) 鈴木直イこ 清 雅子, 小川忠平. 大友 守, 佐野噂
之, 伊藤幸治, 亀井克彦 :S. c oTn m u n eに よる A B P M
(PIEwit hasthm a) の 一 症例. 第44回臨床ア レ ル
ギ ー 研究会, 1999.
16) 高橋一 朗, 福島和良 佐野文子, dosSanto8Vile a
M M, 細 洋子, 西村和子, 官給 誠 :aandida
dubliTue nSis の 同 定 と single stra nded confo r-
m atinal polym orphi8rn (SSCP). 第 三 回北海道皮
膚真菌症研究会, 1999.
17) 仁戸田意和, 滝浄書代子 , 西村和子, 宮治 u, 宿
島和貴 :18SrDNA に基 づく病原性黒色臭菌類の 系
統解帆 日本歯学金策43回大会, 許涜要旨集 p, 68,
1999
.
18) 田口英昭, 亀井克彦, 渡辺 哲, 西村和子, 宮治
誠 :AspeT･glllus/u migatu8 の 菌糸成長速度を精
機とし た血清itraco n az ole の効果判定法. 第43 回
E]本医奥歯学会給金, 夷菌揺 40(増刊1号):･75,
1999
.
19) 堀江轟 一 , 吹春俊光, 西村和子, P81ida A, 意
&, 王 端礼 李 若鞄 :中臥 新詣ウイグル 自治
区の土壌歯現に つ い て. 日本歯学金策43回大金, 聴
解要旨紫p.19. 1999.
20) 本田 明, 亀井克彦. 波浪 哲, 伊藤純子, 西村和子,
宮治 城, 栗山席之;特異抗体を用い た接合簡検出
法の基礎的換肘. 弟48回El本医薬商学金粗金, 奥歯
錐40 (増刊1骨): 91, 1999.
園障交流活動
1) 滝滞香代子 : ブ ラジ ル国力 ン ビ ー ナ ス大学髄床研究
プ ロ ジ ム ク ト に係る研究調査 (JICA 派適), ブ ラ
ジル園サ ン パ ウ ロ州立カ ン ビ ー ナ ス 大学, 平成11年
6月6日 - 平成12年6月5日
2) 亀井克彦:学会出席 ･ 発嵐 ア メ リ カ合衆閲 (第39
回IC A A C), 平成11年9月25 日- 9月29日
園内共同研究
1) 八日市場組合市民病院 呼吸器科医長 海野広温
千葉大医学部肺癌研究施汲内科 本朗 明 :Sehizo-
phyllz m c o7n m LL ne に よ る真正担子菌症の研兜
2) 千葉市環境保健研究所 医科学殊主査補 木原顕f,
同課長 嶺JIT彰臣: 清涼飲料水等に漁在する其菌の
検出法の検札
3) 船橋市立医療屯 ン タ ー 内科副部長 多野田弘士, 千
葉大医学部肺癌研究施設内科 本田 明, 八日市場
総合市民病院 呼吸器科医長 海野広道 :CLLn Tmig-
haTnella
.
bet.tholletia eに よ る肺 ム ー コ ル 症 の 基礎
的研 免
4) 奈良女子大学 理学部教授 鈴木孝仁, 同理学部講
師 営口伸 一 : カ ン ジダq)病原性及び二形性に関す
る分子生物学的研究.
5) 千葉県衛生研究所 研究員 高橋治男, 同研究良
加瀬信明, 同室長 矢崎広久, 東京家政大学 教授
一 戸正勝 : G ア フ ラ ト キ シ ン産生菌群の形態学的 ･
生理学的特徴とチ ト ク ロ ー ム bの遺伝子解析に よる
検討.
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学会活動 (主催学会, コ ン ビ ー ナ)
1) 西村和子 :Inte m atio nal Sympo 8iu m of
xicolog y
'99, 平成11年9月9日, 10日,
織委且).
2) 亀井克彦
l
:Internatio n al Sym posiu m of
xic olog y
'99, 平成11年9月9臥 10 El,
織重点).
Myc oto 一
千葉 (租
My¢oto一
千葉 (粗
科学研究史 ･ 研究報告書
1) 西村和子, 横山耕手島 田中玲子 (分担):病原其園 ･
放線菌の 系統保存 に かか わる適伝子と そ の 発乱
(10307006), 平成11年皮文部省科学研究費補助金
(基盤研究A)360万円.
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